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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第76期
第３四半期
連結累計期間

第77期
第３四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 25,500,118 22,597,258 36,082,819

経常利益 (千円) 352,797 395,875 441,614

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 217,213 257,454 248,696

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 109,707 293,325 △27,634

純資産額 (千円) 8,752,241 8,851,384 8,614,899

総資産額 (千円) 23,988,887 20,614,471 25,732,737

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 78.82 90.80 89.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 36.5 42.9 33.5
 

 

回次
第76期
第３四半期
連結会計期間

第77期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 46.95 24.00
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 
１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の影響により、経済

活動が停滞して、企業収益も急速に悪化する大変厳しい状況で推移しました。

2020年５月の緊急事態宣言解除後は、Go To キャンペーン等の経済施策もあり、景気に持ち直しの動きが見られ

たものの、感染者数の増大傾向が見られ、再度の緊急事態宣言の発令もあり、依然として景気の先行きは不透明な

状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症に伴う活動自粛等による鉄道利用者の減少により、

主要顧客である鉄道事業者では、事業収入の減少や感染症対策に伴う対応も迫られ、通期業績予想を赤字としてお

り、設備投資計画の見直し等も含めて、依然として厳しい状況が続いております。

そのような状況のもと当社グループは、「既存事業の強化」、「新領域・付加価値アップ」、「グローバル市場

の開拓・グローバル化の促進」を成長戦略として業績拡大に努めました。新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、十分な営業活動を行うに至りませんでしたが、前期中に得た受注残高を有していたことで、当第３四半期連結

累計期間における販売業績への影響は限定的であり、また、営業活動等に制限を受ける一方で、リモートワークの

実施等により、出張費用等の経費抑制に繋がりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は22,597,258千円（前年同期比11.4％減）、営業利益は295,091千

円（前年同期比10.2％増）、経常利益は395,875千円（前年同期比12.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は257,454千円（前年同期比18.5％増）となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(鉄道事業)

鉄道車両製品を主な商材として、鉄道事業者及び鉄道関連メーカー等を対象に、鉄道車両用電気用品、同車

体用品等を主に取り扱っております。当第３四半期連結累計期間では、鉄道車両や設備の新造新設あるいは更

新や改造、維持・保守に伴う案件は比較的納期を要するため、前期中に得た受注残高を有していたことで、新

型コロナウイルス感染症の販売業績への影響は限定的であり、また、リモートワークの実施等による出張費用

等の経費抑制もあって、比較的堅調に推移しました。

その結果、売上高は20,660,997千円（前年同期比10.9％減）、営業利益は468,347千円（前年同期比2.8％

増）となりました。

 
(一般事業)

当社グループにおいては鉄道事業以外を一般事業としており、取引先は産業機器メーカーや電力用機器メー

カー、自動車業界メーカー等と多岐にわたり、コネクタや電子部品を主な商材として取り扱っております。当

第３四半期連結累計期間では、一般事業における取引先向けの商材は鉄道事業と比べて短納期であり、前期中

に得た受注残高は多くなく、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言中は、取引先の需要低迷、生産量

低下や、その後の回復局面も力強さに欠けたことで、受注が減少して販売業績は低調に推移しました。一方

で、リモートワークの実施等による出張費用等の経費抑制に繋がりましたが、販売業績の低調を補うまでには

至りませんでした。

その結果、売上高は1,936,260千円（前年同期比16.6％減）、営業損失は173,256千円（前年同期は187,887千

円の損失）となりました。
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(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は20,614,471千円で、前連結会計年度末に比べ5,118,266千円

減少しております。主な要因は、商品（1,613,785千円から2,195,924千円へ582,138千円増）、投資有価証券

（1,527,237千円から1,601,374千円へ74,136千円増）が増加した一方、受取手形及び売掛金（6,787,089千円から

4,013,248千円へ2,773,841千円減）、営業未収入金（1,396,631千円から265,265千円へ1,131,366千円減）、電子

記録債権（2,392,551千円から1,352,095千円へ1,040,456千円減）が減少したことによるものであります。

 
(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は11,763,087千円で、前連結会計年度末に比べ5,354,750千円

減少しております。主な要因は、支払手形及び買掛金（12,366,472千円から8,257,824千円へ4,108,647千円

減）、営業未払金（1,850,078千円から443,616千円へ1,406,461千円減）、賞与引当金（228,991千円から123,077

千円へ105,914千円減）が減少したことによるものであります。

 
(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は8,851,384千円で、前連結会計年度末に比べ236,484千円

増加しております。主な要因は、利益剰余金（7,613,571千円から7,800,256千円へ186,684千円増）が増加したこ

とによるものであります。

 
 
(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

 
(4) 研究開発活動

記載すべき事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,520,000

計 11,520,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,880,000 2,880,000
東京証券取引所
 （市場第二部）

単元株式数は100株で
あります。

計 2,880,000 2,880,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
 (株)

発行済株式
総数残高
 (株)

資本金増減額
 

 (千円)

資本金残高
 

 (千円)

資本準備金
増減額
 (千円)

資本準備金
残高
 (千円)

2020年10月１日～
2020年12月31日

－ 2,880,000 － 99,900 － －

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日である2020年９月30日の株主名簿により記載しております。

 
① 【発行済株式】

   2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。１単元
の株式数は、100株であります。

普通株式
40,100

完全議決権株式(その他)
普通株式

28,384 同上
2,838,400

単元未満株式
普通株式

－ －
1,500

発行済株式総数 2,880,000 － －

総株主の議決権 － 28,384 －
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
 (株)

他人名義
所有株式数
 (株)

所有株式数
の合計
 (株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤシマキザイ

東京都中央区日本橋兜町
６番５号

40,100 － 40,100 1.39

計 － 40,100 － 40,100 1.39
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 
２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,618,879 7,744,342

  受取手形及び売掛金 6,787,089 ※2  4,013,248

  営業未収入金 1,396,631 265,265

  電子記録債権 2,392,551 ※2  1,352,095

  有価証券 1,500,000 1,500,000

  商品 1,613,785 2,195,924

  その他 385,069 452,055

  貸倒引当金 △187 －

  流動資産合計 22,693,820 17,522,931

 固定資産   

  有形固定資産 64,226 57,687

  無形固定資産 252,097 217,444

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,527,237 1,601,374

   繰延税金資産 257,454 165,743

   その他 941,200 1,052,389

   貸倒引当金 △3,300 △3,100

   投資その他の資産合計 2,722,592 2,816,406

  固定資産合計 3,038,916 3,091,539

 資産合計 25,732,737 20,614,471
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 12,366,472 8,257,824

  営業未払金 1,850,078 443,616

  電子記録債務 1,153,323 1,049,547

  未払法人税等 86,903 5,501

  賞与引当金 228,991 123,077

  その他 498,884 956,799

  流動負債合計 16,184,654 10,836,367

 固定負債   

  退職給付に係る負債 697,280 695,069

  役員退職慰労引当金 175,640 172,381

  資産除去債務 39,662 39,930

  その他 20,600 19,337

  固定負債合計 933,183 926,719

 負債合計 17,117,837 11,763,087

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 99,900 99,900

  資本剰余金 689,738 701,832

  利益剰余金 7,613,571 7,800,256

  自己株式 △10,274 △8,440

  株主資本合計 8,392,935 8,593,548

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 303,491 347,786

  為替換算調整勘定 △81,527 △89,951

  その他の包括利益累計額合計 221,964 257,835

 純資産合計 8,614,899 8,851,384

負債純資産合計 25,732,737 20,614,471
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 25,500,118 22,597,258

売上原価 22,534,586 19,893,595

売上総利益 2,965,532 2,703,662

販売費及び一般管理費 2,697,761 2,408,571

営業利益 267,770 295,091

営業外収益   

 受取利息 7,878 8,052

 受取配当金 35,197 30,467

 賃貸料収入 41,717 41,048

 受取出向料 8,596 27,717

 補助金収入 8,634 10,513

 持分法による投資利益 108 －

 その他 26,866 4,564

 営業外収益合計 128,999 122,363

営業外費用   

 支払利息 6,034 39

 賃貸原価 9,150 10,193

 為替差損 10,751 11,276

 支払手数料 17,036 －

 持分法による投資損失 － 70

 その他 1,000 －

 営業外費用合計 43,972 21,579

経常利益 352,797 395,875

特別利益   

 投資有価証券売却益 52,689 －

 特別利益合計 52,689 －

税金等調整前四半期純利益 405,487 395,875

法人税、住民税及び事業税 105,914 70,133

法人税等調整額 82,359 68,287

法人税等合計 188,274 138,420

四半期純利益 217,213 257,454

親会社株主に帰属する四半期純利益 217,213 257,454
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 217,213 257,454

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △22,315 44,294

 為替換算調整勘定 △85,190 △8,423

 その他の包括利益合計 △107,505 35,871

四半期包括利益 109,707 293,325

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 109,707 293,325
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

新型コロナウイルス感染症は経済、企業活動に広範な影響を与える事象であり、また、今後の広がり方や収束

時期等を合理的に予想することは困難ですが、当社は外部の情報等を踏まえて、現時点では、翌連結会計年度に

かけてその影響が継続し、その後緩やかに回復するものと仮定し、固定資産の減損、繰延税金資産の回収可能性

等の会計上の見積りを行った結果、会計上の見積りに大きな影響を与えるものではないと判断しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　１．保証債務

関連会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

なお、保証債務は、当社負担額を記載しております。

 

 
前連結会計年度

(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

QUATRO YASHIMA PRIVATE LIMITED 38,388千円 51,736千円

 (26,475千インドルピー) (36,692千インドルピー)
 

 
※２．四半期連結会計期間末日満期手形等

当第３四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

受取手形 －千円 87,807千円

電子記録債権 － 〃 20,780 〃
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年12月31日)

減価償却費 72,833千円 61,738千円
 

 　　　（注）負ののれんの償却費は金額的重要性がないため、記載を省略しております。

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日　至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 64,520 25.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

(注)　１株当たり配当額には創立70周年記念配当10.00円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2019年６月26日に東京証券取引所市場第二部に上場いたしました。上場にあたり、2019年６月25日を払

込期日とする公募(ブックビルディング方式による募集)による自己株式の処分250,000株により、資本剰余金が

243,794千円増加し、自己株式が52,205千円減少しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が689,738千円となっております。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)
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１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
 (千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月25日
臨時取締役会

普通株式 70,770 25.00 2020年３月31日 2020年６月12日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

鉄道事業 一般事業 計

売上高      

 外部顧客への売上高 23,179,248 2,320,870 25,500,118 － 25,500,118

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － － － －

計 23,179,248 2,320,870 25,500,118 － 25,500,118

セグメント利益又は損失(△) 455,657 △187,887 267,770 － 267,770
 

(注)　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

鉄道事業 一般事業 計

売上高      

 外部顧客への売上高 20,660,997 1,936,260 22,597,258 － 22,597,258

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － － － －

計 20,660,997 1,936,260 22,597,258 － 22,597,258

セグメント利益又は損失(△) 468,347 △173,256 295,091 － 295,091
 

(注)　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益 78円82銭 90円80銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 217,213 257,454

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　(千円)

217,213 257,454

　普通株式の期中平均株式数(株) 2,755,800 2,835,338

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

  

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月10日

株式会社ヤシマキザイ

　取締役会 御中　

　

有限責任監査法人トーマツ

　　　東　京　事　務　所
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝　　田　　雅　　也 ㊞
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮　　澤　　達　　也 ㊞
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤシマ

キザイの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤシマキザイ及び連結子会社の2020年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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